シンポジウム「視機能の不思議と魅力」：視覚発達とニューロン
脳の視覚皮質（ニューロン）の発達、臨界期（感受性期）、および両眼視機能の獲得に関する神経科学的なセッションのまとめです。
【視覚の臨界期と発達】
· 刈込（シナプス剪定）の時期
· 生後8ヶ月頃から、脳内の不要な神経回路を整理する「刈込」が本格化します。
· Hubel & Wiesel（ヒューベルとウィーゼル）のノーベル賞研究
· ネコやサルの視覚剥奪実験により、大脳皮質のニューロンが「空間周波数」や「方位（向き）」をコードしていることを発見し、ノーベル生理学・医学賞を受賞しました。
· 正常なモデル: 視覚皮質の中央付近にあるニューロンは、両眼からの刺激に反応します（両眼反応性）。
· 片眼遮蔽（生後2ヶ月）: 生後2ヶ月の段階で片眼を遮蔽すると、遮蔽された眼に反応するニューロンは完全に消失し、正常な眼にしか反応しなくなります（弱視のメカニズム）。
· 斜視（内斜視・外斜視）の影響: 両眼の視線がずれていると、両眼に同時に反応するニューロンが著しく減少し、それぞれの片眼のみに刺激されるニューロンに分かれてしまいます（両眼視機能の喪失）。 [1]
· 方位選択性と空間周波数特性
· 生後4週（1ヶ月）頃のサルのモデルにおいて、特定の傾きの線に反応する「方位選択性」が顕著に現れます。
· 物体の細かさを見分ける「空間周波数特性」の閾値を検査すると、生後4週間（1ヶ月）頃から乳幼児期にかけて急速に発達していくことが分かっています。
【両眼視反応と立体視の評価】
· 視差感受性と両眼相互作用
· ヒトにおける両眼相互作用や立体視の発達は、生後4ヶ月〜6ヶ月の間に急速に立ち上がります（グラフやデータ上でウェーブが起きるイメージ）。
· 視覚皮質ニューロンの約40%が、この「視差感受性（左右の目のズレを感知する能力）」を占めています。
· 立体視獲得のための超早期治療
· 立体視が芽生える直前の時期に眼位ズレ（斜視）があると、脳内で相手の目の像を打ち消し合う「抑制的両眼相互作用ニューロン」が増加し、立体視の発達が著しく阻害されます。
· そのため、ターゲットの「大きさ」や「輝度」を適切に調整した検査を行い、手遅れ（刈込の終了）になる前に超早期の眼位矯正（手術やプリズム治療）を行うことが、良好な立体視を獲得するために極めて重要です。
· 両眼視野の形成
· 10Δ（プリズムジオプター）以内の正確な眼位アライメントが保たれていることが、左右の眼が一体となった「1対の両眼視野」を脳内で正しく形成するための条件となります。

